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市
東
区
千
早
５
の
３
の
１
）

▼
受
講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
資
料
代
・
消
費
税
を
含
む
）

◎
商
業
簿
記
３
級

　

商
業
簿
記
の
基
礎
知
識
を
つ
け
な

が
ら
資
格
取
得
を
目
指
す
講
座

▼
講
習
期
間　
４
月
３
日
（
金
）
～

５
月
29
日
（
金
）
全
14
回　

水
・

金
曜　

13
時
～
16
時

▼
申
込
受
付　
２
月
18
日
（
水
）
９

時
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

▼
定　
員　
50
人

▼
会　
場

　

ア
ミ
カ
ス
２
階
視
聴
覚
室
（
福
岡

市
南
区
高
宮
３
の
３
の
１
）

▼
受
講
料　

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
資
料
代
・
消
費
税
を
含
む
）

◎
パ
ソ
コ
ン「
建
築
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
」

講
習

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人
を
対
象
に
、
仕
事
で
必
要
な
ソ
フ

ト
（
Ｊ
Ｗ

－
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
の
主
要
機
能

講
習

▼
講
習
期
間　
３
月
24
日
（
火
）
～

５
月
15
日
（
金
）
全
14
回　

火
・

金
曜　

18
時
30
分
～
21
時

▼
申
込
受
付　
２
月
16
日
（
月
）
９

時
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

▼
定　
員　
15
人

▼
会　
場

　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福
岡

市
東
区
千
早
５
の
３
の
１
）

▼
受
講
料　
３
万
９
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
を
含
む
）

◎
パ
ソ
コ
ン「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
」

講
習

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
Ｄ
Ｖ
へ
の
正

し
い
知
識
と
、
学
校
や
家
庭
で
で
き

る
Ｄ
Ｖ
防
止
教
育
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　
時

　

２
月
22
日
（
日
）
10
時
～
15
時
、

３
月
１
日
（
日
）
10
時
～
12
時
30

分
、
３
月
８
日
（
日
）
13
時
～
16

時
▼
場　

所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
）

▼
内　
容　
Ｄ
Ｖ
が
与
え
る
子
ど
も

や
若
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
医

師
や
専
門
家
に
よ
る
講
演

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
電
話
な
ど
で
の
申
込

み
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

　

☎
５
８
４
・
１
２
６
１

◎
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

３
級

　

生
活
に
役
立
つ
お
金
の
知
識
を
身

に
付
け
て
資
格
取
得
を
目
指
す
講
習

▼
講
習
期
間

　

３
月
22
日（
日
）～
４
月
26
日（
日
）

全
６
回　

日
曜　

10
時
～
16
時

▼
申
込
受
付

　

２
月
16
日
（
月
）
９
時
か
ら
電
話

受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
定　
員　
20
人

▼
会　
場

　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福
岡

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人
を
対
象
に
、
仕
事
に
必
要
な
３
つ

の
ソ
フ
ト
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
を
効
率
よ
く
学

ぶ
講
習

▼
講
習
期
間　
４
月
７
日
（
火
）
～

６
月
12
日
（
金
）
全
18
回　

火
・

金
曜　

19
時
～
21
時

▼
申
込
受
付　
３
月
２
日
（
月
）
９

時
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

▼
定　
員　
20
人

▼
会　
場　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２
の

９
の
28
）

▼
受
講
料　
３
万
２
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
を
含
む
）

◎
パ
ソ
コ
ン
「
仕
事
に
必
要
な
ワ
ー

ド
＆
エ
ク
セ
ル
」
講
習

　

初
心
者
か
ら
始
め
る
ワ
ー
ド
と
エ

ク
セ
ル
の
主
要
機
能
習
得
講
習

▼
講
習
期
間

　

４
月
14
日
（
火
）
～
24
日
（
金
）

全
９
回　

10
時
～
16
時

▼
申
込
受
付

　

３
月
３
日
（
火
）
９
時
か
ら
電
話

受
付
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
定　
員　
15
人

▼
会　
場

　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福
岡

市
東
区
千
早
５
の
３
の
１
）

▼
受
講
料　
３
万
６
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
・
消
費
税
を
含
む
）

▼
問
合
せ
お
よ
び
申
込
先　
職
業
訓

練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
市
東
区
千
早
５
の
３
の
１
）

　

☎
６
７
１
・
６
８
３
１

職
業
訓
練
講
習

俳　

句　

初
夢
（
悴

か
じ
か

む
）　
　
　
　

須
恵
俳
句
会

○
初
夢
の
故
人
と
語
ら
ざ
り
し
悔く

い　
　
　
　
　

鶴
内　
　
　

惠

○
初
夢
の
亡は

は母
の
姿
に
い
つ
か
似
て　
　
　
　

印
藤　

ヨ
シ
子

○
初
夢
や
幼
な
な
じ
み
の
友
に
逢
ふ　
　
　
　

松
薗　

ハ
ル
エ

○
な
ほ
ざ
り
の
庭
の
鉢
物
悴
め
り　
　
　
　
　

渡
辺　
　

素
子

○
大
鯛
を
捌さ

ば

く
手
先
や
悴
み
て　
　
　
　
　
　

稲
永　
　

道
子

○
城
跡
に
殿
の
初
夢
め
ぐ
ら
せ
り　
　
　
　
　

森　
　
　

節
子

○
初
夢
に
母
の
や
さ
し
い
笑
顔
か
な　
　
　
　

世
利　

百
合
子

　
○
福
寿
草
還
暦
の
妻
未ひ

つ
じ
ど
し
 

歳　
　
　
　
　
　
　

木
山　
　
　

享

○
老
ひ
た
れ
ば
小こ

ぜ
に銭

重
た
し
歳
の
市　
　
　
　

雪
野　
　

朝
子

○
悴
ん
だ
五
本
の
指
の
息
遣づ

か

ひ　
　
　
　
　
　

長
﨑　
　

瑞
竹

○
悴
み
て
遠
慮
が
ち
な
る
握
手
か
な　
　
　
　

合
屋　
　

恒
子

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
現
代

○
本
棚
の
隅
で
爆
睡
広
辞
苑　
　
　
　
　
　
　

杉
原　
　

一
生

○
少
年
の
ど
き
ど
き
感
で
本
を
買
う　
　
　
　

池
田　
　

遊
歩

○
写
本
し
た
時
代
の
本
の
希
少
価
値　
　
　
　

砥
上　
　
　

克

○
本
棚
に
心
模
様
が
並
べ
ら
れ　
　
　
　
　
　

池
田　
　

茂
代

○
良
書
読
み
心
潤
う
小
半
日　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

む
つ

○
新
聞
を
破
る
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
そ
の
程
度　
　

川
鍋　
　

房
子

○
八
つ
裂
き
を
覚
悟
し
て
い
る
空
馬
券　
　
　

長
﨑　
　

瑞
竹

○
囲
碁
戦
で
友
に
敗
れ
た
祖
父
の
酒　
　
　
　

坂
本　
　

け
い

○
元
旦
の
計
を
破
っ
て
生
き
の
び
る　
　
　
　

上
田　
　

多
門

○
後
が
な
い
破
れ
か
ぶ
れ
の
逆
転
打　
　
　
　

伊
藤　
　

可
笑

夢
現
代
会
員
募
集　

毎
月
第
一
土
曜
日
に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
活
動
中
。

興
味
の
あ
る
人
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
池
田　

☎
９
３
２
・
２
４
０
４
）

情
報
い
ろ
い
ろ

情
報
い
ろ
い
ろ

　

今
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
の
各
駅
に

は
係
員
が
常
駐
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
月
14
日
か
ら
香
椎
線
各
駅
が
「
ス

マ
ー
ト　

サ
ポ
ー
ト　

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
変
わ
り
、
係
員
が
常
駐
し
な

く
な
り
ま
す
。

　

３
月
14
日
以
降
は
、
駅
遠
隔
ご
案

内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
始
発
電
車

か
ら
最
終
電
車
ま
で
案
内
し
ま
す
。

「
ス
マ
ー
ト　

サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
概
要

・
各
駅
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
を
設

置
し
、
始
発
列
車
か
ら
最
終
列
車

ま
で
の
間
を
遠
隔
で
専
属
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
早
朝
・
深
夜
時
間
帯
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
自
動
券
売
機
な
ど
の
機
器
類
に
異

常
が
発
生
し
た
際
、
遠
隔
操
作
に

よ
り
復
旧
を
図
る
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
係
員
が
現
地
で
対
応
し
ま

す
。

・
列
車
の
乗
降
に
お
手
伝
い
が
必
要

な
人
に
対
し
て
は
、
事
前
に
予
約

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
係
員
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。（
乗
車
前
日
の

20
時
ま
で
に
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

・
安
全
対
策
と
し
て
、
ホ
ー
ム
上
で

列
車
を
お
知
ら
せ
す
る
放
送
装
置

を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

・
各
駅
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
自
動
券

売
機
、
自
動
改
札
機
、
係
員
対
応

精
算
機
、
列
車
接
近
放
送
装
置
な

ど
を
設
置
し
ま
す
。

▼
今
後
の
香
椎
線
の
各
駅
に
関
す
る

問
合
せ
先　
香
椎
駅
長

　

☎
６
８
１
・
７
１
８
６

　

年
度
末
に
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
解

雇
な
ど
の
問
題
に
対
し
て
、労
働
者
・

使
用
者
を
問
わ
ず
、
電
話
や
面
接
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
秘
密
厳
守
）

▼
日　
時　
２
月
25
日
（
水
）
～
26

日
（
木
）
９
時
～
20
時

※
弁
護
士
相
談　

２
月
26
日
（
木
）

　

15
時
～
19
時

▼
場　
所　
福
岡
県
福
岡
労
働
者
支

援
事
務
所
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂

１
の
８
の
８　

福
岡
県
福
岡
西
総

合
庁
舎
５
階
）

▼
相
談
料　
無
料
（
予
約
不
要
）

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
福
岡
労
働
者

支
援
事
務
所

　

☎
７
３
５
・
６
１
４
９

　

子
育
て
中
の
女
性
が
働
き
や
す
い

地
元
企
業
が
多
数
出
展
し
、
具
体
的

な
仕
事
内
容
や
採
用
ま
で
の
流
れ
に

つ
い
て
ご
説
明
す
る
ほ
か
、
お
仕
事

探
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
も
行
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
時　
２
月
18
日
（
水
）

　

10
時
～
14
時
30
分
（
14
時
受
付
終

了
）

▼
場　
所　
そ
ぴ
あ
し
ん
ぐ
う　

多

目
的
ホ
ー
ル

　
（
新
宮
町
上
府
１
１
２
１
の
１
）

▼
費　
用　
無
料　

定
員
50
人

▼
託　
児　
無
料　

定
員
20
人
（
先

着
順
）
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

▼
問
合
せ
先
お
よ
び
申
込
先

　

福
岡
県
子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
（
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１

の
８
の
８　

福
岡
西
総
合
庁
舎
５

Ｆ
）

　

☎
７
３
５
・
６
１
５
０

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者
の
、

就
業
機
会
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
面

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　
時

　

２
月
20
日
（
金
）
12
時
～
16
時

▼
場　
所　
福
岡
国
際
会
議
場　

２

階　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博

多
区
石
城
町
２
の
１
）

▼
内　
容　

①
企
業
受
付　

12
時
～
12
時
15
分

②
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

12
時
15
分
～
12
時
50
分

③
求
職
者
受
付

　

12
時
30
分
～
14
時
30
分

④
面　

談　

13
時
～
16
時

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
福
祉
労
働
部

労
働
局
新
雇
用
開
発
課　

障
害
者

雇
用
係　

☎
６
４
３
・
３
５
９
４

　

福
岡
中
央
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
７
１
２
・
８
６
０
９

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
病
気
や
障
が
い
の

あ
る
人
も
、
な
い
人
も
、
共
に
地
域

で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
精
神
科

の
病
気
や
障
が
い
の
正
し
い
知
識
に

つ
い
て
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日　
時

　

３
月
４
日
（
水
）
14
時
～
16
時

▼
場　
所　
福
岡
粕
屋
保
健
福
祉
事

務
所（
粕
屋
町
戸
原
２
３
５
の
７
）

▼
定　
員

　

40
人
（
電
話
で
の
申
込
み
が
必
要
）

▼
問
合
せ
先
お
よ
び
申
込
先

　

福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所　

精
神
保
健
係

　

☎
９
３
９
・
１
１
８
５

お
知
ら
せ

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

精
神
障
害
者
地
域
支
援

講
演
会

子
育
て
女
性 

合
同
会
社
説
明
会

Ｊ
Ｒ
香
椎
線

須
恵
駅
、
須
恵
中
央
駅
、
新
原
駅

に
係
員
が
常
駐
し
な
く
な
り
ま
す

◎
登
録
者
募
集

　

長
年
の
職
業
経
験
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
知
識
や
技
能
を
、
派
遣
先
企
業

で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
当
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
紹
介

す
る
企
業
の
就
業
条
件
が
合
え
ば
、

企
業
へ
派
遣
ま
た
は
職
業
紹
介
し
ま

す
。
対
象
は
60
歳
以
上
の
人
で
、
登

録
料
は
無
料
で
す
。

◎
求
人
企
業
募
集

　

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
幅
広
い
分
野

で
即
戦
力
と
な
る
高
齢
者
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
職
種
経
験
・
人
生
経

験
豊
富
で
、
総
合
的
判
断
力
に
優
れ

て
い
る
高
齢
者
を
活
か
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
問
合
せ
先
お
よ
び
申
込
先

　

は
つ
・
ら
つ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
高
齢
者
能

力
活
用
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
５
１
・
８
６
２
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、
消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
増
を
緩
和
す
る
た

め
、
新
消
費
税
率
で
住
宅
を
取
得
し

た
人
に
対
し
、
年
収
に
応
じ
30
万
円

の
現
金
給
付
す
る「
す
ま
い
給
付
金
」

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
す
ま
い
給

付
金
事
務
局
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

　

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
１
８
６

住
宅
取
得
支
援
措
置

「
す
ま
い
給
付
金
」

福
岡
地
区
障
害
者
雇
用

促
進
面
談
会

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
・

職
業
紹
介
事
業

教
職
員
、
親
の
た
め
の

Ｄ
Ｖ
防
止
セ
ミ
ナ
ー




